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1978年    47
1979年    51
1980年    81
1981年   117
1982年   141
1983年   161
1984年   175
1985年   187
1986年   195
1987年   209
1988年   235
1989年   261
1990年   275
1991年   293
1992年   309
1993年   327
1994年   347

第Ⅱ部

マニングリダ
バウィナンガ・アボリジナル組合
（Bawinanga Aboriginal Corporation/BAC）

議事録　1978年～1994年

なお，各1日分の議事録には，冒頭に，西暦年号下2桁，月2桁，日2桁の計6桁で日付を表記し
ている。また，オーストラリアの会計年度は，7月 1日～翌年6月30日である。
また，引用文献中のEAAは，下記の文献を指す。
Horton, David (eds.) 1994 The Encyclopaedia of Aboriginal Australia, Canberra: The 
Australian Institute of Aboriginal and Torres Strait Islander Studies.
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780831

アウトステーション会議（Outstation Council Meeting）　1978年 8月31日

出席者：評議員（Councilor）
ガマディ：ウヌ J，ブン J，
カレドナ（ナモンバ）：ジエW，ワムT
ジマダ：ブラM，グヤ J，ゴジC，ガガF
モメガ：ミブR，ミマ J，ミルP
マルガリッドバン：ダル J，マワP
ブルガドル：マイW，ゴミC
ボルキアム：ナウＪ，カメB，ミデL
ジバルバル：イマA，ムドC
コパンガ：グマF，ゲリB
ゴロンゴロン：マクF，ジルW
ウェデジャ：マルM，バリ J，ステT
ナッガロッド：シン J，イラR-R
ガッチ：シラC，バラR，ムンR
ナカワンジャラ：カミ J，ウグB
グカカバルディ：バガ J-D
マラワン：ジカW，ガワS

　本会議の議案についてはいずれも各アウトステーション（Outstation，以下O/S）にて
各々充分に話し合われたものである。特にその討議の中心となったのはO/S運動の継続
とより一層の発展のために，各O/Sの諸問題を扱う個別の機関を組織することが不可欠
であるとの認識である。
　こうした背景のもと，先に述べられた代表者が各地域及びO/Sの代表者として選出さ
れ本会議に参加することとなった。なお，代表者の数がO/Sにより異なるのは，それぞ
れのO/S住民の数，もしくは近隣のO/Sをまとめて代表する（ジマダとマナカドカジリ
パが合同でジマダとなる等々）等の事情を反映したものである。

1．役員選出の件
本会議討議に先立ち，本組織の議長，副議長及び初期の選出が行なわれ，いずれも
全員賛成により以下のように決定される。
議　長：シン J（指名者：ウヌ J，指名賛成者：グヤ J）
副議長：グヤ J（指名者：シン J，指名賛成者：ムンR）
書　記：ゴジC（指名者：ブラM，指名賛成者：イジB）
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2．正式名称の件
新組織の公式名称については関係各部語のなかで共通語として用いられる英語の名
称を付けることが討議の結果決定され，これに基づきシン Jの提案賛成により採決
の結果，全員賛成で以下のように決定される。
Outstation Resource Association（アウトステーション支援協会，以下ORA）

3．法律顧問の件
ORAの法人化問題及びその他の法的手続き問題については NAALS（North 
Australian Aboriginal Legal Service）を利用すべきとのウヌ Jの提案に対し，ブラ
Mの提案賛成により採決の結果全員賛成にて成立承認。

4．CDW及び工芸アドバイザー（Art and Craft Adviser，以下ACA）募集の件
1）公募：Outstation Community Adviser（注）より，O/S支援センター（Outstation 

Resource Centre，以下ORC）へのアボリジニ担当省（Department of Aboriginal 
Affairs, DAA）からの援助停止により，CDW（Community Development Worker）
及びACAが空席になる旨，説明される。このためORAとしてこの職種の公募
を全国的に実施することとし，かつ職務内容についても充分に打ち合わせること
となった。こうした討議の結果，全国公募に際しては労働省（Dept. of Employment 
and Industrial Relations）からの協力を得て，添付された資格に基づき第一次審
査を実施するとのグヤ J提案を，ナウ Jの提案賛成により採決，全員賛成で承認
される。
2）最終審査：先に述べられた公募により第一次の書類審査を行ない，複数の適任
者をから，ORA自身が最終審査を行なって決定する。最終審査の方法について
は，1）ORAのなかに選考小委員会を設けて実施する，2）各O/Sから1名ずつ
の代表者が集まり全員会議で決定する，の2案が提案され，討議の結果後者に決
定される。

注：ORA発足以前，マニングリダ評議会内に置かれたO/S支援センター
（ORC）のアドバイザー。［第Ⅰ部4 �ô6］。

5．新年度予算作成の件
現在のOutstation Community Advisorは，新たに選出される，ORAの議長，副議
長，書記と協力し，1978年10月 1日～1979年 6月30日の新年度予算作成にあたると
の提案がブラMよりなされ，ウヌ Jの提案賛成により裁決，全員賛成にて承認され
る。
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6．マニングリダ評議会（Maningrida Council）への参加招請
今後ORAの会議には，マニングリダ評議会からのメンバーを常時2名，オブザー
バーとして参加させる，との提案がブラMよりなされ，シン Jの提案賛成により，
成立承認される。

7．公募用添付書類内容の件
以下のように，CDW及びACAへの応募資格，業務内容細則を決定した。
1）CDW
・業務地：マニングリダ，NT
・給与：A$ 13,000～16,000（年額）
・業務条件：
（1）2年間契約
（2）見習い期間6ヶ月
（3）未婚，既婚いずれの場合でも宿舎提供
（4）契約終了後，アデレードまでの航空券（2年間後も契約続行の場合は2年毎
に支給）

・業務内容：ORAの指示に従い以下の業務を実施する。
（1）援助金申請への協力，橋等の整備といった一般地域開発業務，及び経済，社
会問題等について各O/Sに対し適切なアドバイス協力を行なう。

（2）ORAの指示に従い各O/Sを定期的に巡回し，現場において適切な協力を行な
う。

（3）各種政府及びその他の公的・私的機関と，スムースな連絡体制の確立と維持
の実現。

（4）社会福祉問題についての適切な協力を行なう。
・資格：
（1）アボリジニとの充分な意思疎通ができ，協調性を持つ者
（2）簿記及び公的組織における実務経験を有するもの
（3）Program Managementの経験を有するもの
2）Art and Craft Adviser（ACA）
・業務地：マニングリダ，NT
・給与：A$ 12,000～13,000（年額）
・業務条件：
（1）2年間契約
（2）見習い期間6ヶ月
（3）未婚，既婚いずれの場合でも宿舎提供
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（4）契約終了後アデレードまでの航空券（なお2年間後も契約続行の場合は2年
毎に支給

（5）年間有給休暇6週間
・業務内容：ORAの指示に従い，以下の業務を実施する。
（1）工芸センター（Art and Craft Center，以下ACC）のために作品購入と市場調
査開拓を行なう。

（2）外部市場からの需要に見合った供給を実現するために各O/Sにおける工芸品
制作の指導育成をはかる。

（3）政府アボリジニ芸術局（Aboriginal Arts Board, AAB）と各O/S間の連絡体
制確立と維持の実現。

（4）工芸品の市場開拓のためのPR実施。
（5）マニングリダにおけるACC業務の監督及びORAから特に指示された業務の
実施。

・業務資格：
（1）アボリジニとの意志疎通および協力可能な者
（2）アボリジニ芸術，工芸に対する知識を有するもの
（3）工芸品販売，実務経験を有するもの
（4）野外旅行の十分な経験者
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790302

ORA会議　1979年 3月 2日（マニングリダ）

出席者：議長ジミーSにより午前09：15開会。以下の出席者（O/S会議の評議員であり，
同時にORAの構成員でもある）に対し，議長より，本会議は全体会議（general 
meeting）とは異なり小委員会的な性格のものである点が述べられる。雨期の間，各
O/S（Outstation，以下O/S）から評議員全員が集まるのは難しく，この意味で全体
会議はより交通の便がよくなる乾期に実施され，その間こうした小委員会的会合に
よりその時々の問題の討議，解決をはかっていく方針が議長より説明される。なお，
こうした会合については，必ず各O/Sへ無線で開催を通知すること。
ガマディ：ブン J
カレドナ・ナモンバ：ガデF，ワムT
ジマダ：ブラM，ゴジC（書記），ウガF
モメガ：マワP
ブルガドル：ムドC
ボルキアム：ナウ J，カメB，ミデL
ビリバ：シン J（議長）
イラン：イレT
その他：スミG（カデル），I. ヒューズ（Community Development Worker，以下

CDW），P. クック（工芸アドバイザー：Art and Craft Adviser，以下ACA），J. 
バグショウ（マニングリダ発展協会：Maningrida Progress Association，以下
MPA）

1．新任CDW及びACAの件
議長より新任のCDW（Community Development Worker）およびACAとしてヒュ
ーズとクックが紹介される。

2．巡回販売（Tucker-run, tuckerは食料の意，第1部 4 �ô5， 5 �ô2参照）の件
巡回販売の不定期性についての苦情が聞こえてくるが，この点については，ORAと
して，議長およびCDWを通じ，該当サービス実施の責任者であるMPAに対し善
処を要請するとともに，ORAとしても定期性確立に必要な人員及び，資金確保に
よる協力の可能性について考慮する。また，CDWは，食料配送及び他の目的のた
め，ORAとしてのボート購入の可能性について調査すること。

3．ORA法人化の件
議長により，ORA法人化についての問題に関する説明をCDWに求める。
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→これに対しCDWのヒューズより，NAALS（North Australian Aboriginal Legal 
Service）を通じての交渉は，最終的に州政府レベルでの法人化となってしまうの
でこれを中止したとの報告あり。
→これに対し，当会議よりCDWに，連邦政府レベルでの法人化実現を進めるよう
にとの指示を行なう。

4．各O/Sへの連絡の件
各会議修了後は，その決定内容など最新情報を無線を通じ各O/Sに伝えることとす
る。

790402

ORA　QM（定例総会）1日目　1979年 4月 2日

出席者：シンS（議長），グヤJ（副議長），ゴジC（書記），I. ヒューズ（Executive OfÞ cer），
P. クック（ACA），以下O/S委員：ミブR，ガワS，ガデF，グバA，ガラD，ナ
ウ J，ワムT，ラウG，ウヌ J，バヤ J，イレT，ブラM，マクF，マドA，ガミ J，
グマF，ナア J，ンヤ J，ジバR，ナリ J，イリD，アラM，ブドB，グニR，ダル
J，ガナT，ワトW，ビカ J-M，バガE，マブN，ブン J，スミG，ブマM，フラT，
アンN

議長：シン Jにより10：15am開会

1．ORA法人化の件
ヒューズよりORA法人化問題および，O/Sへの各種サービス向上のためのORAス
タッフ増加計画についての説明が行なわれる。

2．事務所の件
議長より，旧キッチンビルディングをORAの事務所に使用してはどうかとの発言
を受け，討議の結果，ナウ Jの動議提案，ウヌ Jの提案賛成により裁決の結果，全
員一致で賛成可決。

3．ORA要員増加の件
議長より，以下のスタッフ合計6名増員についての説明があり，討議の結果，ブラ
Mの動議提案，ブラMの提案賛成により裁決の結果，全員一致で賛成可決。
・会計簿記係：2名
・トラクター運転担当フォアーマン：1名（各O/Sへのガソリン，ディーゼル補給）
・上記フォアーマン助手：2名



53

�y �y�#�"�$�� �.�J�O�V�U�F�T�� �`�þ���y

・上記簿記係指導者：1名
合計6名

4．無線交信の件
議長から，各O/Sからの毎日の定期連絡は午前07：00～07：30に行なってはどうかと
の発言。さらに，週末にも交信のためマニングリダのORA事務所を開き，かつ緊
急時に備えて，ヒューズの車に無線子機を設置し，午前07：30～10：00の間は緊急用
に回線を開けておく計画についても説明。これを基にウヌ Jが動議提案，ガジGの
提案賛成により裁決，可決承認。

5．道路建設の件
副議長のグヤ Jより，マニングリダ�• コパンガ間の既存のものとは別の新しい道路
及びそれにともなう橋の建設についての説明あり。

6．ビリー移住の件
ビリーと彼の兄弟およびその家族が，父親のガワMと一緒に彼らの伝統所有地（own 
country）のクブミ（イカラカル）へ移住。これにともない，モメガのO/S売店もク
ブミへ移住。

7．ボルキアム売店の件
ナウ Jがボルキアムに開設予定。工事はB. クロスが工事を行なう予定。なお，グヤ
Jより，ジマダのO/S売店に関し，個人所有なのか，もしくはコミュニティ全体の
所有なのかについての質問。

8．補助金の件
ヒューズより補助金（Grant Money）および個人の資金についての説明あり。

9．ラウGの件
ラウGがトヨタのランクルをほしがっているが（個人および家族用に），該当のト
ヨタは個人ではなくコミュニティの所属。

790403

ORA　QM（定例総会）2日目　1979年 4月 3日

出席者：記述無し
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1．ORA法人化の件
議長のシン J及びExecutive OfÞ cer（CDW）のヒューズより，法人化に際しては州
政府，もしくは連邦政府認可という2種の選択がある点についての説明あり。すで
にヒューズの方から両政府関係機関に書簡を送っているが，今のところ，前向きな
返答は得られていない。いずれにしろ我々当事者がORA法人化の際の所属政府を
決定する必要がある。この所属決定につき，ヒューズはマニングリダ評議会を例と
して説明。
→これに対し，ウヌ Jより，個人的ではあるがORA評議員の一般感情としては，州
政府より連邦政府の下での法人化を望んでいるのではないかとの意見。また，他
の評議員の大部分がまだ法人化についての明確な認識をしていないため，ヒュー
ズ及び工芸センター（Art and Craft Center，以下ACC）のP. クックより詳細な
説明を行なう。
所属問題の最終決定を次回全体会議まで持ち越す旨の動議がブラMより出され，バ
ヤ Jの動議賛成により裁決の結果承認される。

2．年金（Pension）小切手現金化の件
ウヌ Jより，年金および児童福祉手当用小切手が現在16通あるが，ガマディでは手
持ちの現金がないため，これを現金化することができず，しかも小切手5通が既に
行方不明になってしまったとの報告あり。
→これに対し，全員討議の結果，1）行方不明の5通の小切手については既に間違
って現金化されてしまったかもしれないが，評議員が合意すればこれを再発行す
る，2）ORA全体の会計上の問題が生ずる恐れがあるため，ヒューズやクックも
評議員からの許可がない限り現金化しない，との動議がブラMより出され，ワム
Tの動議賛成により裁決の結果，全員賛成にて承認。

3．ウヌ Jよりの苦情の件
ウヌ Jより，ダーウィンで開かれるフェスティバルに出品するために，誰かが彼の
名前を利用してクナピピKunapipi儀礼用のブル・ローラー（Bull Roarer）を持ち
だしているらしいが（注�ô1），彼としてはこの事について何ら知らされておらず非
常に迷惑しているとの苦情あり。

注�ô1：Kunapipi儀礼自体が，最も神聖なものであり，しかもそれに使用され
るもっとも神聖な儀礼用具であるBull Roarer（うなり板）は，楽器の一種
で，聖霊を呼ぶことに用いられる。通常これを関係者外に公開することな
ど考えられず，アボリジニの間でも女性には絶対に触らせない。
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4．年金小切手受領の件
議長よりマブNに対し，カデル（ゴチャンジンジラ）の住民が常に年金小切手をマ
ニングリダ評議会の事務所（注�ô2 ）から受け取るようにしている現状についての
説明を求める。
→こうした現状に対し，ブラMは，小切手受取の際に発生するミス等をなくすた
め，全てのO/Sの住民は，小切手をORA事務所から受領し，また，後に適切な
受領資格者に渡されなかった等のORA職員に対する苦情をなくすため，受領該
当者のみに手渡すべきである（特に年少者には手渡さないようにする）と主張す
る。

注�ô2：マニングリダ評議会事務所は，郵便局事務も兼務しているため，たび
たび小切手等の手渡しについて間違いが生じていた。

790404

ORA　QM（定例総会）3日目　1979年 4月 4日

出席者：今までの出席者に加え以下の者が参加。D. ボンド（MPA機械主任メカニック），
マルM，マニングリダ評議会よりの参加：ウバD（会長），イワC（副議長），ムル
H，リヤ J，イジB，マヤ J，グヌM，カタR，タプセル・Ｔ，ジトW

1．ヒューズの車への無線設置の件
議長よりD. ボンドに，ヒューズ（Executive OfÞ cer, CDW）の車に無線取り付け
る方針を説明。またこれに関連して議長より，MPAはなぜボートに無線を取り付
けないのかとの疑問が出される。
→これに対しD. ボンドより，ボートは雨期のみに使用され，乾期にはトヨタがこ
れに代わるのであまり意味がないとの返答。
いずれにせよ，議長説明に基づき討議の結果，ブラMよりヒューズの車へ無線取り
付け動議が出され，マブNの動議賛成により裁決承認され，ORAは該当無線機を
一台購入することとなった。

2．道路建設の件
マニングリダ評議会の会長（ウバD）より今後の道路の建設予定についての説明が
行なわれる。その後おなじくマニングリダ評議会メンバーのタプセル・Ｔよりアー
ネム・ハイウェイ（Arnhem Highway）についての詳しい説明がある。それによる
と先週アボリジニ担当省（Department of Aboriginal Affairs，以下DAA）より担当
者2名が訪れ該当計画について説明を行なった際，伝統的土地所有者（Traditional 
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Land Owner）の了解無しに道路の建設は行なわない点が確認された。現段階では
新しい道路はナバレク（Nabarlek）まで延長され，さらにこれに並行してオーエン
ペリ（Oenpelli）からゴーブ（Gove）までの建設が予定されており，この計画道路
は将来，アーネムランドを貫通するハイウェイの一部をなす。
→この道路計画に対し，ORAとしては公共道路がかれらの伝統的土地を通過する
のは認めないとの基本方針を決定する。ORAとしてはこうした公共道路建設で
はなく，食料配送や，工芸品買い上げ用のACC巡回サービスをよりスムーズに
するための，各O/S間の道路改修が必要であるとのヒューズの意見を，動議とし
てガジGが提案。リヤ Jの提案賛成で裁決の結果，全員賛成にて承認。

3．建材，金具用意の件
MPAで販売していないメタル・パネル，釘，工具，材木，その他の建材・金具に
ついては，ORAが購入して在庫を確保し，O/Sからの需要に答えるようにする旨，
ガジGより動議提案。ビリーの動議賛成の結果裁決，27票中賛成25票にて承認成立。

4．売り上げ税（Sales Tax　注）の件
売り上げ税対策として，各O/S・コミュニティーをORAの支部とする，との動議
がブラMより提案され，ビボRの提案賛成により裁決，27票中賛成25票にて成立。

注：公的機関の場合，売り上げ税が免除されるため，各O/Sを公的機関である
ORAの支部に編入することにより，例えば個人的な購入であってもORA
の購入として，売り上げ税の適用が免除されることになる。

5．訪問者の件
訪問希望者はORAに目的，滞在期間を明確にした書式申請を行なう。ORAは訪問
の対象となるO/Sの伝統的指導者（Traditional Leader）と合議の上，認可の可否，
さらに認可の条件等を決め申請者に書式返答を行なう。
以上の動議がビリーより提案され，ブラMの提案賛成により裁決，全員賛成により
承認成立。

790405

ORA　QM（定例総会）4日目　1979年 4月 5日

出席者：記述無し
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1．次回会議日程の件
次回全体会議を3ヶ月後の7月 1日に開催することに決定する。また，議長，副議
長より今日の参加者に感謝の点が述べられる。

2．交通費支給の件
ORA会議に参加する評議員に対する旅費支給の動議がブラMより出され，ラウG
の動議賛成により裁決，19票中賛成10票にて承認成立。なお支給対象は，評議員に
限られ，その他の評議員の家族を含めた参加者は除外される。

3．ボムK（注�ô1）の代表権の件
レッドロック（Red Rock）地区（注�ô2）の代表としてボムAが参加できない場合，
彼女の白人の夫であるボムKを代行させたいとの意向に対し，評議員は伝統的土地
所有者に限定されるべきとの反対意見があり，暫定的に次回全体会議までは代行を
認可する動議（ブラM提案，カボ J提案賛成）が，全員一致でみとめられる。

注�ô1：ボムAの夫で，空港で働いているドイツからの移民白人。アボリジニ
はナチスの亡命者だろうなどとからかっている。

注�ô2：ORA所属地域のうち南部地域を指す。ビリバO/S等が含まれる。

790710

ORA　QM（定例総会）1日目　1979年 7月10日

出席者：記述無し
議長代行（多分，副議長のグヤ J）により参加者に対する謝辞の後，同様に代行（議長
欠席のため？）により開会。

1．グヤ J及びブン Jからの要請の件
1）ブン J：ガマディに個人のACCを開設したいとの要請。もし認可されるなら彼
自身がガマディに常駐して制作に携わると同時に，周辺O/Sのガッチ，ガレリ，
及びウェデジャからの工芸品回収等を責任を持っておこない，マニングリダの
ACCは2週間毎にガマディにてこれらを一括して受領するよう提案する。
2）グヤ J：上記提案に関連し，グヤ JもジマダのCDWとして自らのO/Sのみなら
ず，周辺O/S住民の諸問題の解決にあたりたいとの要請を行なう。

2．レッドロック地区協力体制の件
フダPよりレッドロック地域の5カ所のO/S協力体制について述べる。その中で緊
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急患者等が発生した場合の救援体制は唯一，ムルワンギ（Murwangie　注�ô1 ）か
らのものだけである点を指摘する。

注�ô1：Murwangieはラマンギニング（Ramingining）の南，直線で約14kmに
位置する。第Ⅰ部3の概要地図参照。

3．DAA援助金の件
DAAを代表してロバーツ・S（注�ô2）が，DAA援助金に関する政策の変更につい
て説明する。今までは各O/Sからの申請に基づいて実施されてきたが，白人関係者
の中にはこれら援助金が適切に使用されているか疑問を持つものが増えている。特
に援助金により購入した新しい車をすぐにぶつけて壊してしまうなどの例が問題と
なっている。いずれにせよ連邦政府の政策変更（注�ô3）に基づき，DAAも今後は
援助金支払いの目的を明確に限定し，かつ，支払われた援助金を無駄に消費してし
まうのでなく，O/S活動及び各O/Sの自立を確立するために活用するように指導し
て行く。

注�ô2：Roper River地域の代表者で政府，公的機関の職員ではないが，必要に
応じて，その都度こうした公共機関の意向を伝達しているらしい。

注�ô3：1975年末に連邦内閣が革新の労働党から保守の自由党に変わったため

790711

ORA　QM（定例総会）2日目　1979年 7月11日

出席者：記述無し

1．グヤ J及びブン Jからの要請の件
昨日両名から提出された，ガマディでのACC開設とジマダでのCDW就任要請の
件につき討議。裁決の結果，全員賛成（26票）にて可決承認。

2．DAA援助金の件
昨日のDAA援助金政策変更について，担当責任者からの直接説明を聞くため，DAA
のアボリジニ信託口座（Aboriginal BeneÞ t Trust Account，以下ABTA，第Ⅲ部
3 �ô4 参照）関係者を招待し，できれば一ヶ月以内にマニングリダにおいて特別会
議を開催するとの動議がガジGより出され，ブラMの動議賛成により裁決の結果
承認される。
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3．年金小切手の件
社会福祉金（Social Security）や児童福祉金（Child Endowment）といった年金関
係の小切手が紛失したり，該当者に正確に手渡されていないとの苦情がたびたび各
O/Sより出されている。事実トムス（注�ô1）は小切手を手渡す際，しばしば間違っ
た人に渡している。こうした事実を背景に，今後O/S宛の小切手及び手紙は，郵便
本局よりマニングリダ到着時点でマニングリダ評議会，事務局を通すこと無しに，
直接ORA事務局が受領し，責任を持って該当者に手渡すこととする。以上動議と
してバヤ Jより提案され，ガミ Jの提案賛成により，裁決の結果，25対 0で成立。

注�ô1：トムスはMary Borough（クイーンズランド州の都市）出身の白人でマ
ニングリダの白人教師と結婚後，1979年よりMPAの食料配送サービスの
ドライバーとして働く。

4．ナンガロッドへの訪問申請の件
写真家のP. トゥイディ（注�ô2）より出されていた彼女及びガイドのC. スコーレイ
のナンガロッド訪問及び撮影許可申請にたいし，1）現在道路が封鎖されている，
2）Eagle Dreaming自体が非公開である，3）ナンガロッドの責任者であるマンB
が英語を話さない，との理由から却下することとなる。以上動議としてボムAより
提案され，ブラMの提案賛成により裁決の結果，27対 0で成立。

注�ô2：P. トゥイディは女性写真家。アーネムランドの写真をNational Geographic
に載せるが，関係者に無断だったため，その後アーネムランド全域への立
ち入りが禁止された。なおここで述べられているガイドのC. スコーレイ
はいわゆる白人の“アーネムランドゴロ”の一人で彼女のボーイフレンド
だったとの噂あり。

5．道路工事の件
現在モメガ周辺で実施している工事が終わり次第，トラクターを含めた工事関係者
をコパンガ�• ビンジワ間及びジマダ�• ウェデジャ間道路，さらにレッドロック地域
での道路，滑走路補修工事に当たらせる。以上動議としてムンRより提案され，ボ
ムKの提案賛成にて裁決，34対 0にて成立。

6．アルコール飲料（Grog）の件
議長代行より，Grogの購入はマニングリダに到着するバージ（Barge：定期物資輸
送船）からのみが認められており，その他の陸路もしくは空路によるO/Sへの直接



60

持込みは厳禁されている点を説明する。また飲酒問題についてカレドナのガデFよ
り，彼のO/Sでは一切（話題にすることも含めて）飲酒をひかえてもらいたい，と
の要請が出される。以上を背景に以下の動議がガジGより提案され，ムンRの提案
賛成により裁決の結果21対 0で成立。
→ORAはGrogに関し，マニングリダ評議会の方針を支持し，陸，空路による当地
への搬入を禁止する。また，許可証によりバージで搬入されたビールの購入は可
能だが，ハードリカーは販売を禁止する。さらに各O/Sの住民も，車両による搬
入防止をはかるとともに，道路に酒類搬入禁止の標識を設置する［BAC議事録　
850306�ô2 注，第Ⅲ部P�ô9�ô8］。

790712

ORA　QM（定例総会）3日目　1979年 7月12日

出席者：記述無し

1．ACCの件
1）一般説明：ACAのP. クックより以下の説明が行なわれる。すなわち，昨年は
充分機能しなかったACCは，DAAからの資金協力を得て，今年度は充分に活動
を行なっている。しかし問題点としては，購入側のACCに対する支払いが遅れ
がち（2～ 3週間）になっており，この点を改善して行く必要がある。こうした
現状を基に以下の動議がブラMより提案され，P. フォーダムの提案賛成により
裁決の結果，27対 0で成立。
→ORAは工芸品がシドニー等の著名なギャラリーに売れた場合の制作者受領金
につき不満があり，作品購入側の政府アボリジニ芸術局（Aboriginal Arts Board, 
AAB，議事録　880421�ô2�ô1）注参照）及びAboriginal Art & Crafts Pty Ltdに
対し，考慮を求める。さらにより高品質の作品制作のため，ACCは制作者に
より一層の資金供給をはかる。

2）ACC収支：P. クックより収支報告。現在A$ 26,000の買い上げを行ない，また
販売によりほぼ同額の収入を得ている。（約A$ 10,000は既に販売済みで決裁待。
約A$ 9,000分が近々販売成立見込み）。

2．旧ORC建屋の件
上記建屋を博物館として利用する許可をDAA及びマニングリダ評議会に申請する
旨，フダPより動議提案，マンBの動議賛成により承認される。
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3．訪問許可の件
昨日却下されたP. トゥイディのナンガロッドへの訪問，撮影申請は，人類学者のア
ルトマンに全O/Sへの訪問許可が認可された結果，再考される。ボムAの再考動議
にマンDが賛成し，裁決により27対 0で成立。訪問申請は承認される。

4．Public OfÞ cerの件
ヒューズよりPublic OfÞ cerについての説明が行なわれる。その職務は，ORA事務
所での会計及び簿記事務の監督が中心となる。

5．ORA法人化規約の件
ORAの法人化のために必要な組織規約原案が提出され，その内容説明が行なわれ
る。その後，該当原案承認動議がガジGより提出され，ムンRの提案賛成により裁
決，全員賛成（27票）により承認される。さらに法人化にともない，新しい組織と
なるORAの新名称について，グヤ Jを中心に討議が行なわれる。

6．CDWの件
州政府のR. ブッシュよりCDWの職務説明あり。すなわち各O/Sを巡回し，現場
で住民と話し合い，日常生活の中で生じる様々な問題の解決をはかる。また，在任
期間中に3～ 5名の次期候補者のトレーニングを行なう。なお，州社会開発省（NT 
Dept. of Community Development, NTDCD）はCDWの活動に必要な全ての支援
を行なう。
→この説明を基に，バヤ Jより，ORAは州社会開発省に対し，マニングリダ評議会
とは完全に独立したORAのCDW 1名の給料及び専用車両の支給援助を要請し，
かつCDWトレーニング候補者の選出はORA委員会が行なう，との動議が出さ
れ，ブラMの提案賛成により裁決，18対 0にて成立。

790713

ORA　QM（定例総会）4日目　1979年 7月13日

出席者：記述無し

1．マニングリダ評議会，評議員の参加の件
議長より上記評議員はオブザーバーとしてORA全体会議に出席するが，冒頭のみ
に出席し，議案討論等には一切参加するものではないとの説明あり。
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2．ORAの責任地域の件
副議長のグヤ Jより，我々マニングリダのORAの責任地域についての説明あり。す
なわち責任地域の境界設定にあたっては，各O/SがどこのORA（マニングリダの他
にもオーエンペリ及びラマンギニングと言った中心コミュニティでもORAが組織
されている）の傘下に入るかによって決まる。

3．白人アドバイザーの地位の件
R. トラッジェオン（DAA?）よりORA評議員対し，ORA活動の中心となるのは
あくまでも伝統的土地所有者（traditional owners）のアボリジニが中心であり，白
人はこれを補助するにとどまるとの説明あり。

790716

CM（Committee Meeting）　1979年 7月16日

出席者：記述無し

1．鉱山調査団の件
シン J及びヒューズより，モメガで実施された鉱山調査団についての住民との話し
合いについて報告あり。この話し合いでは，測量を目的とした上記調査団のモメガ
地域自由行動の可否が討議された。

790717

CM（Committee Meeting）　1979年 7月17日

出席者：記述無し

1．無線の件
無線についてはヒューズが責任をもって手配する。

2．年金小切手の件
年金小切手及び，その現金化についてはシン Jが責任を持つこととする。

790718

CM（Committee Meeting）　1979年 7月18日

出席者：記述無し
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1．鉱山調査団の件
16日のCMで話し合った鉱山調査団の測量実施許可申請についての討議を行ない，
その結果，今後さらに詳しい予定や調査団自体の情報入手につとめることとする。

790720

CM（Committee Meeting）　1979年 7月20日

出席者：記述無し

1．鉱山調査団の件
該当調査団は鉱山資源省（Department of Mine and Energy）に雇用され，トムキン
ソン（Tomkinson）川とマン（Man）川の間で試験ピットのボーリングを実施した
いとのこと。この件に関して，P. クックがB. コリンズ（注）に連絡し，より詳し
い情報入手に務め，かつ書記のゴジCをつうじ，州政府のイバDと連絡を保つこと
とする。

注：B. コリンズ（Collins, Bob）は労働党の政治家で，アボリジニの権利獲得
と保護のためキャンベラを中心に活動する。1987年以来連邦上院議員とし
て活躍。彼は白人であるが，夫人はバサースト島出身の純血のアボリジニ。
1978～1981年の間はNT州議会の准州議会議員（Members of Norrthern 
Territory Legislative Assembly：MLA）として活動する［第Ⅰ部 5 �ô2 参
照］。

790723

CM（Committee Meeting）　1979年 7月23日

出席者：記述無し

1．ACC要員雇用の件
ACCで作品の荷造り，樹皮の引き伸ばし，樹皮画用材料の入手手配，工芸作品の
輸送等に従事する要員1～ 2名を雇用する件につき討議の結果，以下の2名の採用
を決定する。なお，給料の支払いは毎週木曜日に行なうものとする。
ガジG：樹皮画の修理及び制作品の荷作り，ガワS：樹皮画用材料の手配及び工芸
作品の輸送

2．鉱山調査団の件
上記調査団により測量実施の申請が出されているモメガの該当地域に関して話し合
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いを行なう。

790724

CM（Committee Meeting）　1979年 7月24日

出席者：記述無し

1．請求書支払いの件
請求書（主にダーウィンから）の支払いについての話し合い。

2．年金小切手配送の件
7月のQMでも取り上げられた年金の小切手の適切な配送を行なうため，議長のシ
ン JがMPA食料配送サービスのP. トムスと一緒にO/Sを巡回し，責任を持って小
切手の引渡しを行なうこととする。

3．シン J代行の件
シン Jの代行を決め，当人不在の際にORA事務所全体の事務業務監督を行なうよ
うにする。これにより，特に連日種々の業務で手一杯のヒューズの負担軽減を図る。

790803

Special Meeting 　1979年 8月 3日

出席者：記述無し
本会議は援助金に関する特別会議で，DAAのL. リチャードソンが出席し，説明を行な
った。

1．ABTAの件
ABTA（アボリジニ信託口座）は運用資金が底をついており，連邦政府も今後これ
以上の財政援助を実施しない方針である。

2．今後の援助金確保の件
DAAとしてはABTAの現状にもかかわらず，今後もO/S運動への支援を行う意向
を確約する。また，昨1978年に自治政府として認可された州政府も，今後新たな援
助を実施して行く方針である。現実的にはNorthern Land Council（注），Tiwi Land 
Council及びCentral Land Councilの主要利権保護団体を通じて援助申請を行なう。
各Councilは申請に基づき，手持ち援助資金からの支給，もしくは，ナバレクのレ
ンジャー鉱山（Ranger Mining）社やゴーブのナバルコ（Nabalco）社からの採掘権
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料を基に運用している基金によって援助を行なう。

注：土地評議会（Land Council）は，NTにおける先住民に承認・返還された
伝統地域の運営・保全を中心業務とする，アボリジニ権利保護機関である
が，その運営資金は，連邦政府に支払われるアーネムランドで操業する鉱
山会社からの借地権利金によりまかなわれている。

790822

Maningrida Council Meeting　1979年 8月22日

出席者：記述無し
なぜかマニングリダ評議会の議事録が混入しているらしい。いずれにせよ，同評議員の
マヤ Jが議長となり，以下の議案につき討議を行なった。

1．道路の件
ムンRより，公道として利用されている道路についての説明あり。この問題につい
て全国アボリジニ評議会（National Aboriginal Conference, NAC）の各コミュニテ
ィ代表メンバーがマニングリダにて討議することとなる。

2．評議会議員変更の件
評議員の多くがマニングリダに不在となってしまった現状から，その名簿を新しい
ものに書き換えることとする。また，ウヌ Jより出された，マニングリダ評議会と
ORAの関係についての質問に対し，当評議会としてはDAA方針と同様に両組織を
並存させ，（評議会は，マニングリダの町中心に，一方ORAは，周辺O/Sが主体と
なる）かつ関連を保って行くことにする。

790823

CM（Committee Meeting）　1979年 8月23日

出席者：記述無し

1．訪問者の件
陸路での訪問者は許可しないこととする。

2．博物館の件
マニングリダにORA規約に沿った形で博物館を設立し，伝統的資料（樹皮画，カ
ヌー，漁網，梁，丸木の棺，古い写真，書籍，石斧，等）の保管展示を行なう。
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790830

CM（Committee Meeting）　1979年 8月30日

出席者：記述無し

1．工芸品買付けの件
ACAのP. クックより，工芸品の買付け関係者のマニングリダ訪問についての報告
あり。

2．ワニ調査団の件
P. クックより，ワニ調査団の訪問を連絡する州公園事務所（Territory Park & 
Wildlife）から彼宛の手紙が報告される。調査団はトムキンソン川及びマン川の間
の地域のワニ生態調査のため，9月から10月に訪問の予定とのこと。

3．カデル農園からの機材引き上げの件
現在操業していないカデル農園（注）から，トラクター及び非常用に発電機を引き
上げたいとのMPAからの要請あり。

注：1970年代中ごろからB. コリンズが責任者となってカデル農園が一時成功
を収めるが，結局失敗する。この結果カデルはMPAに多大の借金を負う
こととなり，上記機材の引き上げも，この決済の一部をなすものと思われ
る。この農園経営の失敗がもたらした唯一の遺産は，野生化したブタであ
る。大量に増えて環境に悪影響を及ぼすとして1989年からはブタ駆除が事
業化される［第Ⅲ部7 �ô2参照］。

4．ORAトラック売却の件
シン Jが使用していたORAトラックはA$ 2,500にてL. シェパードに売却決定。

5．ORA代表署名者の件
責任署名者をヒューズ（Executive OfÞ cer, CDW），シン J（議長）及びゴジC（書
記）の3名に決定。

6．パートタイムCDW雇用の件
レッドロック地域及びナンガロッド，コロビラーダを対象とした社会福祉年金
（Social Security）用事務担当として，CDWのパートタイマー1名の採用を決定。
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790905

CM（Committee Meeting）　1979年 9月 5日

出席者：記述無し

1．ACC事務の件
本日よりACCの実質的会計事務が開始され，P. クック（ACC），シン J（議長），ゴ
ジC（書記）の3名がACCの責任署名者として決定される。なお，先の8月30日の
委員会で決定したORAの責任署名者 3名（ヒューズ，シン J，ゴジC）を同様に
ACCの管財人（Trustee）に指定する。

2．ORAの件
ORAの当座運転資金として以下の支出を承認する。

A$ 5,000：児童福祉及び社会福祉年金小切手の現金化用費用と，ACC職員の給料
A$ 3,000：購入予算費
A$ 2,000：一般援助費用

3．ACC要員雇用の件
ACAの補助スタッフとして，2名の常勤見習い（Trainee）雇用の説明が行なわれ
る。該当者の給与はNEATS（National Employment Aboriginal Training Scheme）
より支払われるものとする。

4．ORA要員雇用の件
現在のORAの採用予定が説明される。募集枠は以下の通り。
・事務員（Desk Clerk）　1名
・副行政責任者（Assistant Administrative OfÞ cer）　1名
・パートタイム現場CDW　2名
さらにシン Jより，女性事務員1名を採用し，一般事務の他にもマニングリダ評議
会事務所から小切手（年金関係の）受取を担当させてはどうかとの提案あり。

790912

CM（Committee Meeting）　1979年 9月12日

出席者：記述無し

1．博物館の件
委員会は各コミュニティ及びダーウィンの関係各機関に連絡をとり，マニングリダ
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博物館開設についての会議を9月13日に実施することとする。

790920

CM（Committee Meeting）　1979年 9月20日

出席者：記述無し

1．ORA要員雇用の件
先の9月 5日の委員会に続いてORA事務所職員雇用につき話し合い，女性1名を
受け付け事務員として採用することとする。現在事務所用職員の採用枠としては上
記1名を含め，副行政責任者及びパートタイムの清掃員各1名の計3名となってい
る。

790926

CM（Committee Meeting）　1979年 9月26日

出席者：記述無し

1．委員会参加招待の件

791001�ô02

ORA　QM（定例総会）　1979年10月 1日～ 2日

出席者：記述無し

1日目：ORA委員会は，全体会議開催に必要なO/S評議会の評議員が充分に集まって
いないため，開催を明日まで延期することに決定。

2日目：午前09：30議長が開会を宣言し，引き続いて書記より前回の全体会議（7月10～
12日）の議事録が報告される。これに基づき，上記議事録内容に対する承認署名実
施の動議がムンRより出され，ウェLの提案賛成により裁決，26対 0にて成立。

791024

ECM（Executive Committee Meeting）　1979年10月24日

出席者：ゴジC（書記），ヒューズ（CDW/Executive OfÞ cer），P. クック（ACA），ガワ
S，（ウバDはオーエンペリ訪問中のため欠席）

1．法人化の件
ヒューズより，登記官（Registrar）から委員会宛に送られてきたORAの法人認可
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書，及び，法人化承認に伴い，同様に認可された新法人組織の規約コピーが提出さ
れる。これに基づき以下の動議がゴジCより提案され，ガワSの提案賛成により成
立する。
1）法人認可書を額にいれORA事務所に掲示。
2）認可書受領に基づき，ORAの法人化の最終承認を行なう全体会議を12月に実
施する。
3）上記全体会議で規約等の修正が実施された場合，議事録のコピーとともに登記
官に連絡を行なう。

2．委員会開催の件
今後，毎週水曜の午前10時より原則として委員会（ECM）を開催，引き続き必要に
応じて責任者会議（Staff Meeting）も実施することとする。

791114

ECM（Executive Committee Meeting）　1979年11月14日

出席者：シン J（議長），ゴジC（書記），ヒューズ（Executive OfÞ cer・CDW），P. クッ
ク（ACA），ウバD（マニングリダ評議会），ガワS, J. シンプソン（社会福祉省），
K. ウェラン（Hooker Creek ORA）

会計報告：チェックno.092196�ô517444支払い承認

1．社会福祉年金（Social Security）の件
社会福祉省の J. シンプソンより社会福祉年金支払いについての説明が行なわれる。

2．Hooker Creek ORA（注）
Hooker Creek ORA を代表してK. ウェランより，現在の活動状況についての説明
が行なわれる。

注：Hooker CreekはNTの西部，WAとの州境近くに位置する。ここでも同様
にORAが組織され活動を行なっている。

791128

ECM（Executive Committee Meeting）　1979年11月28日

出席者：記述無し
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1．全体会議の件
P. クックより，次回全体会議開催について12月 9日にマニングリダで実施するとの
提案があり，全員一致で承認される。またヒューズより，次回会議の議題として，
Public OfÞ cer及びその選出方法等について討議すべきとの発言あり。

2．ヒューズ出張の件
ヒューズはDAAとの打ち合せのためダーウィン出張が決定する。

3．壁画調査の件
ACAのP. クックより，来年度に文化遺産委員会（Heritage Commission）から予算
が獲得できた場合，壁画調査計画を実施し，その担当責任者としてゴジC，ラウG
をあてる予定であるとの説明あり。

4．Taxi・Mail Truckの件
P. クックよりヒューズに対し，Taxi・Mail Truck（郵便，人員輸送トラック）計画に
ついての説明を求める。
→これに対し，ヒューズより，郵便輸送トラックが各O/Sを巡回する際，これに便
乗するものはタクシー代として各自A$ 5 ～10を支払い，これをORAの収入と
するとの計画説明が行なわれる。

791210

ORA　QM（定例総会）1日目　1979年12月10日

出席者：ゴジC（書記），ヒューズ（Executive OfÞ cer・CDW），P. クック（ACA），ブ
ラM，ウヌ J，マルM，バジ P，ガン P，バナD，ンガ F，マク F，ガジG，ブマ
M，ムドC，ウェL

議長シン J欠席のためゴジCが代行となり午前11時30分開会。

1．前回議事録承認の件
ゴジCが代行議長となったため，彼に変わり代行書記としてP. クックが前回全体会
議の議事録内容を発表。これに基づきウヌ Jより内容承認動議が提案され，カンW
の動議賛成により裁決，13対 0で成立。

出席者：以上午前の討議に続きさらに以下の出席者を加え午後の討議が行なわれた。
ラウG，ボムA，ボムK，ブドB，ラワB, J. バグショウ（MPA），O. ケネディ，L. 
リチャードソン（DAA）



71

�y �y�#�"�$�� �.�J�O�V�U�F�T�� �`�þ���y

2．ブッシュ（注）における就労機会の件
ウヌ Jより，各O/Sにおける就労機会が乏しいため，若者が定住しても結局マニン
グリダに戻ってしまう現状についての発言あり。こうした若い男女がO/Sに定住し，
かつ高齢者の世話ができるような就労機会の可能性についての質問を行なう一方，
彼に拠れば，若年層では工芸品の制作で充分な収入を得るのは無理とのこと。
→これに対し，ヒューズより，ブッシュでの就業機会の必要条件として，1）賃金
支払い保証のため外部からの資金導入， 2）最終的には自営が可能になる職種
（例えば工芸品制作や漁業）等の説明あり。また各O/Sとしては具体的にどのよ
うな職種を希望するのか知りたい，との発言を行なう。さらにこの問題に関し，
DAAのL. リチャードソンより，ブッシュ就労用として，道路，滑走路工事用予
算を来年度分会計の中で確保（週給A$ 80の予定）してあるとの報告あり。

注：ブッシュ（bush）は，オーストラリアでよく使われる言葉で，郊外，遠隔
地等，自然の状態がよく残っている場所を表す言葉。本議事録ではO/Sの
同義語として使われることが多い。

3．分校教師と看護士への苦情の件
ウヌ Jより，ガマディに駐在している教師及び看護士の退去を求める要請あり。こ
の発言に関連し，ウェデジャのバジPからも，かれらは程度のよい家屋や電動水ポ
ンプさらに洗面施設といった要求が多すぎる，との苦情が出される。

4．ウェデジャの件
1）機材：マルMより，道路工事資金が必要だが現在まったく手元にないとの発
言。さらに舟付場及び関連道路は一応作り上げたので，専用ボートをぜひ入手し
たいとのこと。また現在無線がないので，購入援助金受領までの間，利用できる
スペアー機材はないか，との質問。
→これに対し，ヒューズより，現在無線機の見積を待っているところで，確答で
きるまでもう一ヶ月ほどかかるとの返答。

2）雨期の巡回販売（Tucker-run）：バジPより，雨期の間のウェデジャに対する配
送サービスについての質問あり。
→これに対し，ヒューズより，1）ボートによりウェデジャの接岸地までMPA
により運搬される，2）ガマディの売店を通じて配送を行なう，のいずれかに
より実施するとの返答。
→この方針発表に対し，ウヌ Jより，ウェデジャは日常生活の種々の面でジマダ
よりガマディとの結びつきが強い（学校，樹皮画用の樹皮の調達，等）実状が
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述べられ，ガマディの売店を通じての配送実施を促す。

5．ジバルバルの件
ウェデジャからの機材不足の発言に関連してムドCより，32年間ここに暮らしてき
たが，いまだに無線も学校もない。自分としては子供たちに自分たちのO/Sの学校
へ行かせたいものだ，との発言あり。

6．カレドナ（バナマラカカノラ）の件
ナカラ語族を代表してマクFより，彼のO/Sへの連絡道路にあるカレドナ橋（ほぼ
腐っている）の修理と，東隣のゴロンゴロンまでの道路修理（路床がえぐれてグチ
ャグチャになっているため，ブルドーザーおよびグレーダー等重機による根本的修
理が必要となっている）の予算確保要求が出される。またウェデジャやジバルバル
からの機材不足発言に関連して，彼のO/S用の上水汲み上げエンジンと風車につい
ても要請する。
→これに対し，ウェLより，該当区間工事を含め，コパンガまでの砂利舗装による
幹線道路新設のため，DAAに第二次資金申請を実施中であるとの説明。
→また，機材についてはヒューズより，来年水資源局（water resource）の水質検査
実施と太陽電池動力ポンプ導入予定計画が説明される。

7．道路工事の件
道路工事等の公共工事に関する賃金に対する不満が出されている現状に対し，ヒュ
ーズより，賃金レベルは水準を保っており，来年の1～ 2月分として20人雇用分予
算を確保してあるとの説明あり。また，工事内容につき，ORAは重機を持ってお
らず，マニングリダ評議会から借用したいが，評議会はブッシュ地域での工事には
関心がないため，大部分の該当工事が手仕事になる予定を説明する。これに対し，
以下の意見が述べられる。
P. クック：工事を実施するに当たっては，砂利運搬用の重機（ダンプトラック）を
確保する必要がある。
ゴジC：重機について，グレーダーブレードを手持ちのトラクターに着装してはど
うか（実例としてのカタログ写真を提示する。）

ヒューズ：上記装置はA$ 5,300で高すぎると思うが，いずれにせよこれを含め，グ
レーダー及び他の重機の見積を取ってみる予定。
ウェL：ヒューズに対し，マニングリダ評議会がコパンガまでの幹線路工事に，彼
らのグレーダー使用を認めるよう働きかけて欲しい。
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8．ビリバのトラックの件
トラック購入に当たり，その使用該当者からボムAが漏れていたため，頭にきた夫
のボムKはDAA大臣に電報を，また北部土地評議会（Northern Land Council，以
下NLC）には書簡にて該当トラック用資金援助停止を要求。このため，DAAおよ
びNLCからの事情調査終了まで，DAA大臣により該当トラックの購入が停止され
ることとなった。この問題につき，ボム夫婦，ラワBから苦情が出され，ヌグMか
らヒューズに質問が行なわれる。
→これに対し，ヒューズは以下の説明で反論する。
1）ボムAは該当トラック購入会議に出席していた。
2）仮に自分が出席せず，O/S当事者間で話し合いがついていたならば，自分はま
ったくこの問題について関わりがない。
3）さらに，もしボムAに不満がある場合，ORAの委員会に訴えるべきであり，
こうした正式な手続きを取った場合，委員会の方から自分に指示がくるはずであ
る。
　さらに一般的に各種資金援助が遅れている理由も含め，ヌグMからの質問に対
し，以下のように返答。
1）DAAの資金不足
2）該当トラック問題について，現在はDAA大臣命令により一時中断しているが，
資金援助実施自体は遅れていない。遅れているのは，発注時にボムAがバージで
の搬入方法を採り，その到着までの間にこの利用者についての問題が生じ，トラ
ック購入そのものが問題となったわけである。

9．ORA役員の入れ代わりの件
ヌグMより，役員の入れ代わりにより新委員会が発足しているが，未だ旧委員会と
の混合が激しく，権限移動等についての説明を，自ら不都合を被った苦情を基に求
める。
→これに対し，ヒューズより，現在は完全に新委員会に権限が移行しており，旧委
員会（議長シン J，副議長グヤ J，書記ゴジC）は解散しているとの説明。なお，
新人事はまだ決定していないので，必要事務決裁はゴジCが暫定副議長として，
議長代行となり，委員会メンバーと協力して実施している。いずれにせよ新人事
については早急に全体会議で決定の必要あり。また，ヌグMの個人的苦情に対し
ては，全ての個人的問題に100％，24時間対処することはできない，と明確にはね
つける。
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10．コパンガのボートの件
ウェLが，現在壊れているコパンガのボートの代用にORAの手持ちを一隻回す動
議を行ない，全員賛成にて成立する。ただし，このボートはあくまでのコパンガ専
用とし（グマFが該当ボートをコパンガ専用として購入するための援助金申請を行
なう），ブララ語族全体の所属とはしない（さもないと他のブララ語族O/Sからも
利用権を言いだして管理できなくなるため）。

791211

ORA　QM（定例総会）2日目　1979年12月11日

出席者：ゴジC（書記），ヒューズ（Executive OfÞ cer・CDW），P. クック（ACA），ウ
ヌ J，ガワS，ブラM，ガジG，ウェL，グマF，マルM，バジP，マクF，ムドC，
ブマM，ナワF，バラG，イリD，ラワB, D. S. スミス，D. J. スミス，S. ロバー
ツ，D. ボンド

1．ORA法人化の件　→　BAC
先の10月24日のECMで提出されたORA法人化認可証の提示，及び法人組織とし
ての新規約について，以下の諸点を中心にヒューズから説明がなされる。
1）会議における投票権保有者資格
2）法人組織としての正式メンバー登録
3）正式名称：Bawinanga Aboriginal Corporation
4）法人BAC規約の9 �ô1.2.3，10�ô1.2条の説明　またBAC新規約の全体討議が行
なわれ，以下の意見が出る。
ウヌ J：正式メンバーは各語族から公平に選出すべき。
ウェL：上記選出会議には，できる限り全員のO/S関係者が出席する必要あり。
ブラM：上記会議において規約の詳細を知る必要からも，多数の出席が不可決であ
る。

2．レッドロック地域の件
1）トラック問題：マンBにかわり，S. ロバーツ（Community Advisor）が以下の
質問を行なう。1）銀行通帳を妹のボムAに渡して欲しい。2）何故ニッサント
ラックをマニングリダの方へもっていったのか。これを交換するとのことだが，
トヨタとの交換は雨期後まで待って，それまではニッサンの方が必要なので（狩
やナンガロッドへの交通等）D. ボンドに修理してもらい，レッドロックへ戻して
もらいたい。3）トヨタは雨期終了までマニングリダで，ボムAの責任で保管し
て欲しい。
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→これに対し，ヒューズより以下の返答あり。1．どの通帳なのかわからない。
2．ニッサンを交換するというのは，あくまでも話しただけで，実際にはやら
ない。3．レッドロックの新しいトラックについては，ボムAが窓口になって
いる点を確認しており，彼女を除外することはない。

2）無線問題：マンBがニッサンと，無線の購入資金援助を混同（両方とも彼の名
前で申請されたため）し，無線は個人所有物である故，早く引き渡して欲しいと
の要請が出ているとの報告が，ロバート・Ｓより発表される。
→これに対し，ヒューズより，以下の返答あり。ニッサン及び無線の申請につい
ては詳しく知らない。自分が確認しているのは，マンB個人ではなく，ナンガ
ロッドを代表して無線及び燃料のために署名した点である。いずれにせよDAA
に対し彼のグループ用に無線 2台を支給（ 1台ナンガロッド用，1台本人用）
できるか聞いてみる。なおこの発言に対し，ボムAより，コミュニティ用無線
についてはガラD及びワピPが署名しているとの発言あり。

3）失業保険流用問題：レッドロック地域での滑走路整備に当たり，レッドロック
の住民に対し，滑走路工事費用の半分は失業保険金の方から支払われるとヒュー
ズが説明した情報に対し，S. ロバーツからヒューズ自身に真偽をただす。
→これに対し，ヒューズより，トヨタトラック購入用に，本来の滑走路資金を流
用してしまったため，該当工事用予算が乏しくなっている現実を基に，一つの
可能性として話したものである，との返答あり。

4）銀行口座の開設問題：レッドロック地域のO/Sとしては，各種援助金のO/S別
受領のために，各々独自のO/S毎の口座開設を希望している，との意見がS. ロ
バーツより述べられる。
→これに対し，ヒューズより，コミュニティ毎の独自の口座開設は実施しておら
ず，個人宛チェックのための特別信託口座（Trust Account）をもうけ出費が記
録される毎に，その情報を該当O/Sに連絡できるような方式を取っているとの
こと。

5）ボムK問題：S. ロバーツより，彼がレッドロック地域に行くのは認められてな
い，との噂があるが，これはまったく事実無根で，レッドロック地域関係者は彼
を歓迎するとの発言あり。

3．Public OfÞ cerの件
ゴジC及びヒューズより職務内容についての説明が行なわれたのち，一般討議。そ
の結果Public OfÞ cerとしての仕事を早く覚えるため，白人とアボリジニをペアー
で任命することで一致。白人候補としてヒューズが，ウヌ JとブラMにより指名さ
れ，続いてアボリジニ候補としてバラRが指名される。これに基づきブラMが両
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候補者の指名動議を行ない，バジPの動議賛成により裁決の結果，全員一致で承認
成立。なお，両者の役職名は以下の通り決定。
ヒューズ：Public OfÞ cer，バラR：Assistant Public OfÞ cer

4．博物館の件
さきに決定したマニングリダ博物館（注）開設につき，活動内容の基本方針や運営
委員会設立等のP. クックによるアウトラインを基に討議が行なわれ，1）業務内
容，2）専従スタッフ数，3）設立理念，4）無給原則，5）運営委員会の設立，
が決定される。なお，運営委員は，その資格として伝統に深い知識と理解を持つ高
齢者の男性で，この地域全語族の半族であるイリチャ（Yirritja）とドゥア（Dua）
の両方から採用する。委員としては以下の者が指名され，イジBの指名動議，ナリ
Jの提案賛成により裁決，15対 0で承認成立。また，G. マッキーより，女性関係の
工芸品を担当するための女性運営委員会の設立も提案される。
ラウG，ゴジC，ブル J，ムルH，ブダ J，マヤ J，イジB，ナリ J，ブル J
白人アシスタント：P. クック，D. ボンド，R. ジェームズ

注：マニングリダ博物館はDjomi Museumと命名される［第Ⅲ部8 �ô1参照］。

5．ガマディ・クラフトショップの件
ブン Jがガマディにある彼のクラフトショップで助手を求めており，ジマダ及びウ
ェデジャからの応募を期待している。またウェデジャでは作品を湿気から防ぐため
のTarp（カンバスもしくはビニールカバー）が必要であり，入手のためにP. クック
が政府アボリジニ芸術局（AAB）に連絡することとする。

6．ガッチ及びガレリの件
ウヌ Jより，上記両O/Sは地理的に近いラマンギニングから何ら実質的援助を得ら
れなかったので，今後は，マニングリダを本部とするBACに所属したいとの要請
が発表される。

7．ジナン・ウラキ語族代表者の件
ウヌ Jより，1）ムンRは該当しないが，替わりにD. S. スミス及びD. J. スミス
（両名ともにガッチの住人）を代表者リストに加える，2）代表者としてバジPを
認める，との動議が出され，バジP及びガンPの動議賛成により裁決，各々15対0,16
対 0にて承認成立。
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791212

ORA　QM（定例総会）3日目　79年12月12日

出席者：ゴジC（暫定副議長，議長代行），ヒューズ（BAC Public OfÞ cer），バラR（BAC 
Asst. Public OfÞ cer），シン J，マルM，ダル J，ナウ J，カンW，ムドC，ウヌ J，
バジP，ゴミC，グヤ J

1．道路造成用機械の件
ダル Jより路肩修正機を購入するかについての質問あり。同様にグヤ Jからは購入
価格及び，仮に購入した場合，ORA（今後BAC）もしくは特定のO/Sの所有にな
るかについての質問。
→これに対し，ヒューズより，A$ 5,300（価格）及び，ORAの所有が明らかにさ
れる。この情報に基づき，ウヌ Jより購入動議が提案され，ナウ Jの提案賛成に
より裁決の結果，7対 0にて可決承認。

2．雨期食料配送サービスの件
ゴジCより，ボートが輸送の中心となるため，BACは14フィートのアルミボート，
MPAはマーキュリー船外機付きボートを用意使用する計画が述べられる。また以
下の意見が雨期配送に関連して述べられる。
グヤ J：ボート運用は来週から開始すべきである。
ナウ J：道路が乾いている間はトラックでボルキアム及びブルガドルまで輸送して
欲しい。また一回の輸送量を増し，支払いはMPAへ小切手を送って決裁したい。

3．シン Jの議長辞職の件
シン Jが家族の都合によりマニングリダを去り，ブッシュへ帰ることとなったため，
一年間在任したORAの議長を辞任することになったとの報告がヒューズから行な
われる。彼はさらに，シン Jの業績は，議長の職を通じて，自らの職務について責
任を取るという態度を明確にしたことであり，彼の後任者としては白人ではなく，
アボリジニであるべきと主張する。なお，辞任に関連し，以下の意見が述べられる。
バジP：彼が継続してくれるのが望ましいが，それが叶わない場合，同様に有能な
人物を早急に採用すべきである。各O/Sは彼の仕事に非常に満足しているので，
まったく残念である。
ナウ J：各O/Sは彼の仕事に満足すべき評価を与えており，援助資金や土地問題で
ボムKが責任者でもないのにごねたのはよくない。

ウヌ J：早急に彼と同様に有能な人物を選出し，各O/Sへの年金支払いに滞りが生
じないよう希望する。
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こうした意見を背景にグヤ Jより，議長も含めBACの新役員選出をECMに一任の
提案が出され，承認される。

4．年金小切手引渡しの件
年金小切手引渡しについて長時間をかけて討議が行なわれ，BAC委員会スタッフ
は該当者以外に小切手を引き渡してはならない点が確認される。また，該当受領者
から要請があった場合，その指定者に小切手を手渡すべきかについても討議が行な
われる。
→これに対し，ヒューズより，小切手受領のための署名を本人に替わり行なうもの
は，必要書類を前もって提出する必要があるとの返答あり。

以上午前の部に続き，以下の出席者により午後の部が進められる。
ゴジC，バラR，ヒューズ，カンW, D. S. スミス，D. J. スミス，ウヌ J，バジP，
イジB，ムドC，マルM，グヤ J，ナウ J

5．ボート相互利用の件
DAAから援助資金で購入したボートについて，例えばジマダとコパンガ間で相互
利用できないだろうか，との発言あり。

6．水産業の件
ヒューズより，水産業発展の可能性についての意見が述べられる。それによれば，
一カ所でも冷凍設備を設置できれば，ブライス（Blyth）川流域のコミュニティにお
いて水産事業の発展定着が可能になる，とのこと。

7．ガッチへの配送の件
D. S. スミス及びD. J. スミスより，雨期の間の配送食料及び年金小切手をガマディ
まで運んでもらいたい（乾期はトラックでガッチまで直接）との要望が出される。
→これに対し，ゴジCより，雨期の輸送はボートでジバルバルまで実施し，乾期の
場合も同様にジバルバルまでトラックで行なう予定，との説明あり。

8．ブルガドルの小切手の件
ウヌ Jより，上記O/S向けの年金小切手は，ヒューズが責任受領者に指定され，現
金化に当たってはMPA及びT. スウェインに提出する前に彼が署名を代行する，と
の説明あり。
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9．小切手代行受領の件
午前中に討議された年金小切手引渡し問題のうち，代理人による受領について再度
討議を行なう。この結果，該当問題に関してヒューズが行なった説明を基に，雨期
に限らず，ブッシュに居住し，年金小切手をマニングリダのBAC事務所へ取りに
行けないものは，書面でその旨を明記することにより，代行サインを行なう保証人
（信託人）を指名できる，との動議がナウ Jより出され，バジPの提案賛成により裁
決，11対 0にて成立。

10．スカウトホールの件
ウヌ J，ゴジC，グヤ Jより，上記建物を修理し，会議のためにマニングリダに出て
来る関係者の宿舎としたいとの提案あり。
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800117

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 1月17日

出席者：ゴジC（副議長），バラR（Public OfÞ cer，以下PO，1979年12月の総会 2日目
で役職決定），ヒューズ（PO）

会計報告：チェックNo.517509～564及びNo.517565～588支払い承認

1．秘書辞任の件
ウバDが本人のアウトステーション（Outstation，以下O/S）であるマラワンから
の無線で，委員会秘書辞職を連絡。これに対し委員会は承認し，これを書面にてバ
ラRが連絡する点決定（1月20日付け書簡にて連絡）。また，次のECMにおいて彼
に変わる秘書を指名する点確認。

2．アボリジニ担当省（Department of Aboriginal Affairs，以下DAA）援助金の件
太陽電池充電器用援助金の受領合意書に委員会として署名

3．給料の件
P. クックの給料を規定枠の最上限にまで引き上げる点承認。また，ゴジCのこれま
で12ヶ月間の活動内容に鑑み，10％の昇給承認。なお，この引き上げは遡って実施
される。

4．雇用の件
求職要望が高まっている折り，ゴジCが以下の新しい雇用を提案する。1）BAC事
務所の在庫係， 2 ）現場（ブッシュ，ほぼ O/Sの同義語）で活動する CDW 
（Community Development Worker），3）大工及びブロック製造工，4）建物の解
体と再建用人員。ヒューズはこれに関連し，コミュニティ開発雇用プロジェクト
（Community Development Employment Projects，以下CDEP）について説明。

注：1979年12月12日のQMにおけるシン J辞任の討議に関連して，BAC新役員
選出がECMに一任された結果，以下の通り決定される。なお決定を実施
したECMの日程は不明。
旧ORA（1978年 8月）　→　新BAC（1979年12月）
議　長：シン J（ナンガロッド）→　ガワS（マラワン）
副議長：グヤ J（ジマダ）　→　ゴジC（ジマダ）
書　記：ゴジC（ジマダ）　→　ウバD（マラワン）
PO：ヒューズ
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Asst. PO：バラR（ガッチ）
　新役員のうち，書記のウバDが，都合により就任まもなく第 1回目の
ECM（1月17日）で辞任し，ルイT-Dと交代（1月23日　ECM）し，1980
年 8月の（四半期会議）QMまで続くかと思われたが，兼任の郵便係をも
含めた職務怠慢で2月27日のECMで解任，クパ Jをこれにあて，3月27
日のECMで次回四半期会議までの暫定書記に就任。
　議長ガワSに対しても職務怠慢に対する辞任要求が8月のQMで提出さ
れ，8月 9日の会議で，全ての役員の再選出をECMによらず，四半期会
議で選出することとなる。新役員は以下の通り，なおPOのバラRとヒュ
ーズは変更無し。
旧役員（1980年 3月）　→　新役員（1980年 8月）
議　長：ガワS（マラワン） 　→　ゴジC（ジマダ）
副議長：ゴジC（ジマダ）　→　カラ J（ボルキアム）
書　記：クパ J（ジマダ）　→　ジオC（ジマダ）

800123

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 1月23日

出席者：ガワS（議長），ゴジC（副議長），バラR（PO），ヒューズ（PO）

1．BAC書記指名の件
ゴジCより次回のQMまでの暫定的書記としてルイT-D，同様にカロ・RがバラR
より指名提案され，3対 1でルイT-Dに決定。本人の合意をもち最終決定される。

2．個人立替金払い戻しの件（A$ 140,27）
会計台帳と照合の結果，ヒューズの立替分（A$ 140,27）を本人へ払い戻す件承認。
今後は給料，電話代，郵便代，工芸品購入以外の，随時発生する必要経費に対する
チェック支払いについては，かならずBAC委員会の承認を得ることとする。また
上記給料，電話郵便代，及び工芸品購入費についても，チェック発行の際には必ず
委員会委員の承認を必要とし，かつ次のECMでの事後承認を得るものとする。

3．会計状態報告
ヒューズより，現時点で（まだ未決済の発行チェック及び未返済の前払い金を含め）
A$ 4,985.09の支出過剰となっている点報告あり。この件については来週ダーウィン
で話し合う予定。このため，委員会としては，新しい資金確保がなされるまで，給
料昇給分の支払いを停止することとする。また，既に発行分のチェックについては
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今週中に現金決裁を行なう。

4．郵便係の件
1ヶ月の仮採用期間の結果，ルイT-Dを正式の郵便係として採用決定。この採用に
より郵便トラックは彼が管理することになる。

5．金庫の鍵の件
ヒューズ及びバラRの両BAC POがダーウィン出張中，ルイT-Dが金庫の鍵の管
理を行なうことを決定。

800206

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 2月 6日

出席者：ガワS（議長），ゴジC（副議長），ヒューズ（PO）
会計報告：チェックNo.517589～454033及び454034～454043支払い承認。また，オーダー

No.0192～0196承認。

800213

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 2月13日

出席者：ヒューズ（PO），バラR（PO），ルイT-D（書記）
会計報告：チェックNo.454044～454062及びオーダーNo.0197～0200/0301～0309承認。チ
ェックNo.110608（工芸センター：Art and Craft Center，以下ACC関係）の支払い
については承認せず。

1．新規程の件
無線使用と，学校の金庫の鍵の管理に関する新規程が決定され，今週説明が行なわ
れる点承認される。

2．ACCチェックの件
BAC委員会の承認なくしてACCは小切手発行やオーダーを勝手に実施してはなら
ない。該当手続きを経ないACC小切手への支払いは拒否する。

800213/20

ECM（Executive Committee Meeting）　月日不明（2月13日と20日の間）
出席者：ガワS（議長），ゴジC（副議長），バラR（PO），ヒューズ（PO）
会計報告：ACCチェックNo.913590～596及びNo.110601～613の支払い承認。また同オ
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ーダーNo.2114～2124承認。

1．車両の件
ゴジC及びヒューズより，最近BAC所属車両の私用が著しい点が述べられ，これ
ら車両は公用にのみ利用するものであり，かつ，勤務時間中に使用するべき物であ
る（残業の場合は例外）点確認される。また実際に車を動かす人間は正式な免許を
持ち，かつ車両担当者から許可を得たものに限られる点も確認。これはトラック，
トラクターを含んだ車両に限らず，同様にBAC所属のボートについても当てはま
る（特に個人の釣り用の使用は厳禁）。

2．ACCスタッフトレーニングの件
政府アボリジニ芸術局（Aboriginal Arts Board, AAB, BAC議事録　880421�ô2�ô1）注
参照）が書簡にて，ゴジCとラウGの研修用シドニー，アリススプリングス，及び
アデレード出張経費援助を連絡してきていたが，その後電話にて（ヒューズを通じ）
援助実施不可能の旨，連絡が入る。このためゴジCからの要請により，委員会は，
1）政府のアボリジニ芸術局（AAB）に援助実施の再考をもとめる。2）BAC自
体も予算がかなり厳しいが，できる限り資金捻出をはかる（最高A$ 2,000まで）。
3）映画上映を通じて資金確保をはかる，の三点決定。

3．ACC会計の件
未決済のチェックをふくめ，現在，ACCの口座が引き出し過剰となっているため，
BACのNo.2口座よりA$ 3,000を払い込む点承認。また，チェックの支払い用現金
としてA$ 5,000を用意しておく旨，同No.3口座の信託人に要請することとする。

800214

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 2月14日

出席者：ガワS（議長），ゴジC（副議長）バラR（PO），ヒューズ（PO）

本会議はBACのアウトステーション（Outstation，以下O/S）信託口座（Outstation Trust 
Account）の信託人会議（Trustee Meeting）であり，上記出席者のうちゴジC，バラR，
ヒューズが信託人となる。

1．BAC口座No.2の件
討議の結果，O/S信託口座よりA$ 5,000をNo.2口座に供託し，無利子ローン用資金
とする（ただし，BACは融資停止権�• Recallable �• を保有するものとする）旨の動
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議がゴジCより出され，バラRの動議賛成により成立する。

800220

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 2月20日

出席者：ガワS（議長），ゴジC（副議長），ヒューズ（PO）
会計報告：

1 ）ACCチェック，No.110614～640，No.454063～087支払い，及び同オーダー
No.2125～2127承認。
2）No.1口座関係，チェック支払い承認。
3）オーダーNo.310～311/D422～492承認。

1．郵便係の件
ヒューズより，この2週間に発生した郵便係ルイT-Dの職務怠慢の報告があり。こ
の現状に鑑み，委員会としては本日から 2週間の猶予をもって解雇することとし，
ヒューズがその旨，委員会を代表して2月20日付け書簡にて連絡することとなる。

2．援助資金の件
委員会は，A$ 500をこえない資金援助のための基金設立を決定。この基金申請者は
委員会の承認を必要とする。

3．ジワWの件
現在，ボランタリーとして働いているジワWに対し，失業保険が支払われるまで，
暫定的にA$ 70を超えない給料を支払うこととする。

4．QM（定例会議）の件
次回QMを1980年 3月 4日，5日（必要の場合はさらに延長）に実施することを決
定。各関係者には，ゴジCが無線にて連絡することとなる。

5．Community Development Conference
ヒューズより，上記会議への招待状がオーストラリア連合教会（Uniting Church in 
Australia）より送られてきた旨報告あり。

6．福祉金支払い遅れの件
ヒューズより，各O/S宛の福祉金のチェックが，依然としてマニングリダ評議会の
福祉金係を通じて送られているため，一ヶ月も配達が遅れた例等，全体的に遅滞が
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みられるとの報告。

800227

ECM（Executive Committee Meeting）　1980年 2月27日

出席者：ゴジC（副議長），ルイT-D（書記），ヒューズ（PO）
会計報告：ACCチェックNo.110641～680，及びORA口座No.1関係チェックNo.454088

～096の支払いならびにオーダーNo.0311～0319承認。

1．ルイT-Dの郵便係としての解雇の件
ルイT-Dから解雇の経緯に関する説明要求。これに対し，ゴジCとヒューズより説
明し，来週の水曜をもって解雇する点確認する。この解雇にともない一週間の引継
期間をもってクパ Jが就任することとなる。なお，委員会としては，正式な辞令の
代わり，本日より100％の週給を支払い，正式承認に代える。

2．次回の定例全体会議（QM）の件
以下の議案が提案される。1）BAC書記（現在の暫定就任に代わる）選出，2）バ
ラRからのBAC会計報告，3）マニングリダ評議会との関係，4）警察の非協力
的態度についてマニングリダ評議会と話し合う。会議は前半をBAC役員，及びメ
ンバーによる非公開とし，後半を公開討議とする。

3．BACとマニングリダ評議会の関係，調整の件
ゴジCより，BACとマニングリダ評議会との関係調整のため，DAA関係者の派遣
要請を提案。この件に関し，ヒューズ，ルイT-D及びバラRは，逆に，BACから
誰かをDAAとの打ち合せのためダーウィンへ出張させるべきとの主張。

4．無線免許の件
ヒューズが関係当局に，BAC委員会としては免許を発行する意向がない旨，書簡
提案することとする。

5．CDEPの件
コミュニティ開発雇用プロジェクト（CDEP）に関し，主に登録係のトレーニング
を実施することとする。第一回会議を火曜の5：00pm～7：00pmまで学校の図書館
（もし使用許可が出た場合），もしくはBAC事務所にて実施することとする。なお，
この件に関し，G. タワーズとB. グリフィンに連絡。
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6．BAC委員会役員の写真
バラRが顔写真を撮影することとなり，BACが彼のポラロイドカメラ用フィルム
を支給。

800305

QM（定例総会）　1980年 3月 5日

出席者：ガワS（議長），ルイT-D（書記），ウバD（副議長代行），ヒューズ（PO），クパ
J，シン J，ブラM，ワムT，ボムA，ボムK，バニB，イリD，ヌグM，ナウ J，
ダル J，ムドC，ジルW，ガデF，マブN，ラワB，ナロM，ナロ J，ビカ J，ガワ
O，リヤ J，イヤ J

オブザーバー：R. ヘンプヒル（DAA），イバD（Gov. OfÞ cer）

1．前回全体会議，議事録承認の件
前回の1979年12月のQMの議事録が公式承認を得るため，ヒューズ及びウバDより
発表され，内容討議が行なわれる。内容については以下の各意見が述べられる。
ボムK：ビリバ地域問題について，議事録の中であたかも責任者であるかのように
述べられているが，自分はあくまで妻，及びビリバコミュニティから要請された
ことをしたためであると反論。この点につき，妻のボムAも，これを確認する。
さらにボムKから，この議事録でも述べられている，ビリバの各種問題の解決の
見込みについての質問。
シン J：議事録には，実際本人が発言していなかった内容が記載されている。
イバD（Gov. OfÞ cer）：ブッシュでの作業雇用計画について質問。
→これに対し，DAAのR. ヘンプヒルより，現在CDEP実施の可能性を調査中であ
るとの返答。
以上の討議の後，議事録の公式承認動議がブラMより出され，リヤ Jの動議賛成の
結果承認。

2．マラワンへの巡回販売実施要請の件
マヤJ（注�ô1）より，巡回販売（Tucker-run, tuckerは食料の意，第1部 4 �ô5，5 �ô2
参照）をマラワン（注�ô2）まで実施して欲しい旨の要請を書簡（2月27日付け）に
て提出したが，P. クック及び，ダル J両者よりマラワンまでには遠すぎるので不可
能との返答があったとの報告。
これについて議長のガワSより，現在配送を実施しているマニングリダ発展協会
（Maningrida Progressive Association，以下MPA）によると，やはり遠すぎるとの
返答を受けていると説明。一方，ウバDより，もしグルムグルム（テーブル・ヒ
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